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試験研究機関:肉水菌研究所

増養殖技術 |部名 |研究開発部

しじみ資源管理対策調査(室内餌育試験)

予 算 区 分|内水面研究費 (県単)

試験研究実施年度・研究期間 I H. 1 3 ...， H. 1 5 

担 当|沢目司

協力・分担関係 |なし

〈目的〉

ヤマトシジミ(以下、「シジミ」としづ。)の品種改良(高塩分耐性・高成長・高温耐性)を行うため、

基本的な飼育技術の開発を行う。

〈試験研究方法〉

1)環境目j成長試験(期間 2003 年 5 月 23 日 ~9 月 22 日の 125 日間) :小川原湖で採取されたLサイズの

シジミ各 100個を深さ 10cmに砂を敷いたメッシュ龍 (33cmx 49cm x 30cm)に収容し、各試験区(小川

原湖・予備池・ナマズ飼育池・水田)において成長を確認した。

2) 湖水と比較した成長試験(期間 2003 年 7 月 23 日 ~11 月 26 日の 126 日間) :深さ 10cmに砂を敷いた

260 ~r FRP水槽に各 350個収容し、小川原湖の湖水掛け流し飼育(プレハブ区、屋外区)と、飼育水

(湧水)を 20"Cに加温循環させた室内飼育(キートセロス区、イソクリシス区、無給餌区)の成長を

確認した。

3) 餌料別餌料効果試験(期間 2003 年 7 月 3 日 ~12 月 4 日の 154 日間) 1 '~r ビーカーに O. 3gサイズ各

10個を収容し、エアレーションを施し各餌料別(キートセロス、イソクリシス、パブPロパ、淡水クロ

レラ、配合飼料、大豆タンパク、無給餌)に餌料効果を確認した。

4) キートセロス濃度別成長試験(期間 2003 年 11 月 27 日 ~2004 年 2 月 27 日の 92 日間) :深さ 10cmに

砂を敷いた260~r FRP水槽に各 120個収容し、飼育水(湧水)を 20"Cに加温してキートセロスを濃度

別 (5 万・ 25 万・ 50 万細胞/'~r/1 日当り)に与えた。また、週 2 回飼育水の交換を行った。

〈結果の概要・要約〉

1)環境別成長試験:図 1に各試験区の水温の推移、図 2に成長・生残を示した。予備池では小川原湖と

同等の成長及び生残であった。また、水田では成長、生残は劣るが生存できるものと考えられた。ナ

マズ池はナマズの影響を受け成長、生残共に悪かった。

2) 湖水と比較した成長試験:図 3に水温の推移、図 4に殻長、重量を示した。湖水利用ではプレハブ区

が屋外区より成長が良かった。これは藻の繁殖が何らかの影響を与えたものと考えられた。キートセ

ロス区(屋内)は湖水飼育と同等の成長を示した。

3)餌料別餌料効果試験:表 lに餌料の種類と給餌量、試験開始時及び終了時の供試貝の大きさ、そして

生残率を示した。キートセロスが成長、生残共に優れており、次にパブロパが良いと考えられ、両種

がシジミ餌料に適しているものと考えられた。また、イソクリシス、淡水クロレラについては生残率

が3ヶ月目まで50%、最終的には0%となり、 2000年、 2001年と同様の結果であった。海産配合飼料、

大豆タンパクも同様にシジミの餌料としては適さないと考えられた。

4) キートセロス濃度別成長試験:餌料別餌料効果試験等の結果から本試験を行った。パブロパについて

は海水供給ができなかった。塩分濃度は、 50万区で 11.6PSUが最高であった。どの区も生残率は高か

った (5万区:96.7%、25万区:98.3%、50万区:98.3%)。成長については、 5万区<25万区<50

万区であった。
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〈主要成果の具体的なデータ)
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図3水温の推移 図4 湖水と比較した殻長・重量及び生残率
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表 1館料別館料効果試験結果

開始時 終了時 生残率
平均殻長 平均重量 平均殻長 平均重量 開始 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月 5ヶ月
土5.0.(cm) ::!::S.O. (g) ::!::S.O. (cm) ::!::5.D. (g) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 
10.・5 ::!:: 1.1 o..35::!:: 0..12 11.3::!:: 1.1 0..44士山4 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ 
10..3 ::!:: 1.5 0..35士山4 10..4士 1.4 o..35::!:: 0..13 1∞ 1∞ 1∞ 50 0. 0. 
10..5 ::!::ωω7土0..08 11.0.土 1.1 o..40::!:: 0..11 1∞ 1∞ 90. 90 90. 90. 
10..8 ::!:: 12 0..37 ::!:: 0..12 11.7::!:: 0..5 o..43::!:: 0..06 100 90 80 50 40 0. 
10..4土 1.0. 0..36土0..09 8.8土 0..0. 0.20.土 a∞ 1∞ 1∞ 90. 20. 10. 0. 
10..6 ::!:: 0..4 0.お土0..05 1o..7::!:: 0..4 o..02::!:: o..回 1∞田 0. 0. 0. 0. 
10..7 ::!:: 1.3 0..36ま0..12 10..7ま 12 0..36士 0..12 1∞ 1∞0.  0. 0. 0. 
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飼育水はすべて蒸留水を用い、7日毎に交換した。期間中の水温は19.8"C-23.10Cで推移。
料開始から61回目までは5万細目包/1Z、以後105日固ま切0万鮒包/'(X、以後終了まで'40万細目包nxを1日1回給餌
*2開始から61日目まではo..04g/リットル、以後終了までo..06g/'lxを1日1回給餌
句協和発酵社製、粒径250μm以下、成分:t::lvlまく質54%、脂肪10.%、配分13%

〈今後の問題点〉

キートセロスの適正濃度の検証。
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〈次年度の具体的計画〉
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〈結果の発表・活用状況等〉

特になし
帽

S方組胞/'Il/田 昌万個且/'Il/尽 田万個胞/'Il/回

国5キートセロス;重度別成長試験結果
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